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秋
田
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事

佐

竹

敬

久

秋
田
県
規
則
第
三
十
六
号

秋
田
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
授
業
料
の
減
免
）

（
授
業
料
の
減
免
）

第
八
条

秋
田
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
授
業
料
の

第
八
条

秋
田
県
立
職
業
能
力
開
発
校
条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
授
業
料
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

る
。

一

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
生
活
扶

一

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
者
そ
の
他
経
済
的
理
由
に
よ
り
授
業
料
を
納
付
す
る
こ

助
を
受
け
て
い
る
者
そ
の
他
経
済
的
理
由
に
よ
り
授
業
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
者
で
あ
っ
て
、
別
に
定
め
る
学
業
成
績
の
基
準
に
よ
り
特
に

と
が
困
難
で
あ
る

優
れ
て
い
る
と
知
事
が
認
め
る
も
の

と
知
事
が
認
め
る
者

二

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給

権
者
に
相
当
す
る
と
知
事
が
認
め
る
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
訓
練
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

二

前
号

に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
訓
練
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

必
要
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
者

必
要
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
者

（
減
免
の
申
請
）

（
減
免
の
申
請
）

第
九
条

授
業
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
訓
練
生
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

第
九
条

授
業
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
訓
練
生
は
、

を
記
載
し
た
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
に
減
免
を
必
要
と
す
る
理
由

申
請
書
に
減
免
を
必
要
と
す
る
理
由

を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
校
長
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。
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一

申
請
者
及
び
生
計
を
維
持
す
る
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

減
免
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
理
由

三

申
請
者
の
国
籍
又
は
在
留
資
格

四

申
請
者
及
び
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
収
入
及
び
資
産
の
状
況

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
減
免
の
申
請
に
関
し
知
事
が
必
要
と

認
め
る
事
項

（
休
学
及
び
復
学
）

第
十
条

訓
練
生
は
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
引
き
続
き

一
月
以
上
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、
休
学
す
る
理
由
そ
の
他
知
事
が
必
要
と

認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
休
学
願
を
校
長
に
提
出

し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
休
学
し
た
訓
練
生
は
、
復
学
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
復
学
す
る
年
月
日
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
別

に
定
め
る
様
式
に
よ
る
復
学
願
を
校
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
・
第
十
二
条

略

第
十
条
・
第
十
一
条

略

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


